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『開
目
抄
』
に
明
示
さ
れ
る 

本
門
戒
の
諸
相
（
中
） 

―
―

本
門
戒
壇
の
戒
・定
・
慧
の
実
義
等
分
類
へ
の
試
論―

―
 

大
本
山
本
圀
寺
現
燈 

 

早

川

日

章 

 

（
上
か
ら
の
続
き
） 

と
こ
ろ
で
、
本
抄
を
離
れ
宗
祖
の
思
い
を
訪
ね
る
と
、
三
年
後
に
書
か

れ
た
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
に 

「
慧
日
大
聖
尊
仏
眼
を
以
て
兼
て
之
を
鑑
み
た
ま
う
。
故
に
諸
の

大
聖
を
捨
棄
し
此
の
四
聖
を
召
し
出
し
て
要
法
を
伝
え
、
末
法
の

弘
通
を
定
め
た
ま
い
し
な
り
。 

問
う
て
日
く
、
要
法
の
経
文
如
何
。 

答
え
て
日
く
、
口
伝
を
以
て
之
を
伝
え
ん
。 

釈
尊
然
し
て
後
、
正
像
二
千
年
の
衆
生
の
為
に
宝
塔
よ
り
出
で
て

虚
空
に
住
立
し
、
右
の
手
を
以
て
文
殊
・
観
音
・
党
・
帝
・
日

月
・
四
天
等
の
頂
を
摩
で
て
、
是
の
如
く
三
反
し
て
法
華
経
の
要

よ
り
の
外
の
広
略
二
門
並
に
前
後
の
一
代
の
一
切
経
を
此
等
の
大

士
に
付
属
す
。
正
像
二
千
年
の
機
の
為
な
り
。」 

（『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

四
九
五
頁
） 

と
、
お
書
き
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
末
法
弘
通
の
最
も
重
要
な
教
え
で

あ
る
要
法
と
は
如
何
な
る
内
容
な
の
か
、
宗
祖
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
経
文

で
な
く
、
口
伝
の
方
法
で
伝
え
る
と
、
明
確
に
お
述
べ
に
な
ら
れ
て
い
ま

す
。 つ

ま
り
、
こ
の
よ
う
に
宗
祖
が
法
華
の
口
伝
を
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
私
達
は
改
め
て
知
ら
さ
れ
る
の
で
す
。
同
時
に
、
四
句
要
法
が
極
め

て
広
汎
で
奥
深
い
内
容
を
秘
め
た
法
華
経
の
神
奥
の
義
で
あ
る
の
で
、
宗

祖
は
そ
の
教
え
へ
の
い
ざ
な
い
を
或
い
は
、
ご
自
身
の
今
後
の
課
題
と
さ

れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、『
開
目
抄
』
で
「
上
行
菩
薩
へ

の
依
嘱
」
を
敢
え
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
事
情
は
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と

い
う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

十
三
、
久
遠
実
成
の
仏
の
命
の
永
遠
性
は
、
本
門
戒
壇
の
円
定

の
実
義
な
り 

 

「
其
後
仏
、
書
量
品
を
説
云
く
一
切
世
間
の
天
・
人
及
び
阿
修
羅
は
、

皆
今
の
釈
迦
牟
尼
仏
、
釈
氏
の
宮
を
出
で
て
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
遠

か
ら
ず
、
道
場
に
坐
し
て
阿
蒋
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
た
り
と
謂
え

り
」
等
云
々
。
此
経
文
は
始
寂
滅
道
場
よ
り
終
法
華
経
の
安
楽
行
品

に
い
た
る
ま
で
の
一
切
の
大
菩
薩
等
の
所
知
を
あ
げ
た
る
な
り
。

「
然
る
に
善
男
子
、
我
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万

億
那
由
佗
劫
な
り
」
等
云
々
。
此
の
文
は
華
厳
経
の
三
処
の
「
始
成

正
覚
」、
阿
含
経
云
「
初
成
」、
浄
名
経
の
「
始
坐
仏
樹
」、
大
集
経

云
、「
始
十
六
年
」、
大
日
経
「
我
昔
坐
道
場
」
等
、
任
王
経
「
二
十

九
年
」、
無
量
義
経
「
我
先
道
場
」、
法
華
経
の
方
便
品
云
「
我
始
坐

道
場
」
等
を
、
一
言
に
大
虚
妄
な
り
と
や
ぶ
る
も
ん
な
り
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
〇
頁
） 

如
来
、
太
子
為
り
し
時
、
釈
の
宮
を
出
で
て
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
遠
か

ら
ず
、
道
場
に
坐
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
た
ま

え
り
。（
『
従
地
湧
出
品
』）
お
悟
り
を
開
か
れ
、
ほ
と
け
に
成
ら
れ
た
と
い

え
、
未
だ
人
間
の
匂
い
が
す
る
釈
迦
牟
尼
で
あ
る
。
然
る
に
、 
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「
我
、
仏
を
得
て
よ
り
こ
の
か
た
、
経
た
る
所
の
諸
の
劫
数
、
無
量

百
千
万
億
載
阿
曾
祇
な
り
」 

（『
寿
量
品
』） 

と
、
釈
尊
が
遙
な
昔
に
お
悟
り
を
聞
か
れ
た
と
表
明
さ
れ
た
こ
と
は
大

悟
の
有
無
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
御
自
身
の
い
の
ち
の
永
遠
な
る
こ
と
を

高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
た
の
で
も
あ
り
ま
す
。
仏
の
い
の
ち
が
永
遠
で
あ
る

と
い
う
極
め
て
重
大
な
意
味
を
内
包
す
る
久
遠
実
成
で
あ
り
ま
す
。 

久
遠
実
成
は
、
連
鎖
的
に
大
変
動
を
多
方
面
に
亘
っ
て
も
た
ら
し
ま
す
。

『
分
別
功
徳
品
』
に
は
、
弥
勅
菩
薩
は
「
世
尊
は
大
力
有
し
て
寿
命
量
る

べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
、
微
塵
数
の
菩
薩
は
仏
寿
の
長
遠
・
無
量
な
る
こ
と

を
聞
い
て
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
反
響
の
凄

さ
、
甚
大
な
る
こ
と
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

釈
尊
の
い
の
ち
の
永
遠
な
る
こ
と
は
、
広
大
な
る
仏
力
を
以
て
、
あ
ら

ゆ
る
衆
生
を
永
遠
に
導
い
て
下
さ
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

強
い
意
志
と
絶
対
の
信
頼
と
満
福
の
安
心
感
等
を
与
え
て
下
さ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
い
の
ち
の
永
遠
性
を
有
す
報
身
仏
、
釈
尊
は
、
本

門
戒
壇
の
中
央
に
本
門
円
定
の
本
尊
と
し
て
鎮
座
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。 

 

十
四
、
久
成
に
よ
る
確
定
の
本
尊
は
、
本
門
戒
壇
の
円
定
の

法
体
・
実
義
な
り 

 

「
教
主
釈
尊
、
此
等
の
疑
を
晴
さ
ん
が
た
め
に
壽
量
品
を
と
か
ん
と

し
て
、
爾
前
迹
門
の
き
き
を
挙
云
「
一
切
世
間
の
天
・
人
及
び
阿
修

羅
は
、
皆
今
の
釈
迦
牟
尼
仏
、
釈
氏
の
宮
を
出
で
て
伽
耶
城
を
去
る

こ
と
遠
か
ら
ず
、
道
場
に
坐
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
た
り

と
調
え
り
」
等
云
々
。
正
此
疑
答
云
「
然
る
に
善
男
子
、
我
実
に
成

仏
し
て
よ
り
已
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
な
り
」
等
云
々
。 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

二
九
八
頁
）） 

「
又
今
よ
り
こ
そ
諸
大
菩
薩
も
梵
・
帝
・
日
・
月
・
四
天
も
教
主
釈

尊
の
御
弟
子
に
て
は
候
え
。
さ
れ
ば
宝
塔
品
に
は
此
等
の
大
菩
薩
を

仏
我
が
御
弟
子
と
お
ぼ
す
ゆ
え
に
諫
暁
云
「
諸
の
大
衆
に
告
ぐ
、
我

が
滅
度
の
後
に
、
誰
か
能
く
此
の
経
を
護
持
し
読
諭
せ
ん
、
今
仏
前

に
於
て
、
自
ら
誓
言
を
説
け
」
と
は
、
し
た
た
か
に
仰
下
し
か
。 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
一
五
頁
） 

「
諸
仏
、
釈
迦
如
来
の
分
身
た
る
上
は
、
諸
仏
の
所
化
申
に
お
よ
ば

ず
。
何
況
此
土
の
劫
初
よ
り
こ
の
か
た
の
日
月
・
衆
星
等
、
教
主
釈

尊
の
御
弟
子
に
あ
ら
ず
や
。
而
を
天
台
宗
よ
り
外
の
諸
宗
は
本
尊
に

ま
ど
え
り
。
倶
舎
・
成
実
・
律
宗
は
三
十
四
心
断
結
成
道
の
釈
尊
を

本
尊
と
せ
り
。
天
尊
の
太
子
、
迷
惑
し
て
我
身
は
民
の
子
と
お
も
う

が
ご
と
し
。
華
厳
宗
・
真
言
宗
・
三
論
宗
・
法
相
宗
の
四
宗
は
大
乗

の
宗
な
り
。
法
相
・
三
論
は
勝
応
身
に
に
た
る
仏
を
本
尊
と
す
。
大

王
の
太
子
、
我
が
父
は
侍
と
お
も
う
が
ご
と
し
。
華
厳
宗
・
真
言
宗

は
釈
尊
を
下
て
蘆
遮
那
・
大
日
等
を
本
尊
と
定
。
天
子
た
る
父
を
下

て
種
姓
も
な
き
者
の
法
王
の
ご
と
く
な
る
に
つ
け
り
。
浄
土
宗
は
釈

迦
の
分
身
の
阿
弥
陀
仏
を
有
縁
の
仏
と
お
も
て
、
教
主
を
す
て
た
り
。

禅
宗
は
下
賤
の
者
、
一
分
の
徳
あ
て
父
母
を
さ
ぐ
る
が
ご
と
し
。
仏

を
さ
げ
経
を
下
。
此
皆
本
尊
に
迷
。」 

（『
関
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
一―

三
二
二
頁
） 

爾
前
経
の
す
べ
て
の
宗
派
で
、
夫
々
に
大
切
に
選
ば
れ
た
仏
さ
ま
と
は

い
え
、
法
華
経
の
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
仏
を
措
い
て
本
尊
に
は
成
れ
な

い
。
そ
れ
は
応
身
仏
の
釈
迦
が
成
道
の
後
、
四
十
余
年
間
で
説
い
た
お
経

か
ら
誕
生
し
た
諸
仏
で
あ
る
か
ら
だ
。
未
顕
真
実
の
諸
経
の
仏
さ
ま
は
真
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に
本
尊
と
成
り
得
な
い
た
め
に
、
諸
宗
は
本
尊
に
迷
っ
て
し
ま
う
の
だ
。 

各
宗
が
本
尊
に
迷
う
中
で
、
寿
量
品
の
釈
迦
牟
尼
仏
が
要
当
説
真
実
と

定
め
、
無
始
無
終
・
久
成
の
本
仏
で
あ
る
と
確
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

爾
前
経
に
説
か
れ
る
十
方
の
仏
は
皆
、
本
仏
釈
迦
牟
尼
仏
の
分
身
仏
と
確

定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗
祖
は
大
曼
荼
羅
に
お
け
る
分
身
仏
の
順
序

次
第
、
位
置
を
定
め
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
法
華
経
の
本
門
に
説
か
れ
た
久

成
の
報
身
仏
、
釈
迦
牟
尼
仏
こ
そ
が
諸
経
の
中
で
の
唯
一
の
ご
本
尊
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
ご
本
仏
は
本
門
戒
壇
の
円
定
の
法
体
で
あ
り
、
実
義

と
な
り
ま
す
。 

 

十
五
、
久
成
に
よ
り
衆
生
の
命
の
永
遠
な
る
は
、
本
門
戒
壇

の
円
戒
の
実
義
な
り 

「
本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ

る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
・
迹
門
の

十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
。
此
即

本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無

始
の
九
界
に
備
て
、
真
の
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る

べ
し
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

二
九
九
頁
） 

「
世
尊
は
大
恩
ま
し
ま
す
。
稀
有
の
事
を
以
て
、
憐
愍
教
化
し
て
、

我
等
を
利
益
し
た
ま
う
。
無
量
億
劫
に
も
、
誰
か
能
く
報
ず
る
者
あ

ら
ん
。
手
足
を
も
っ
て
供
給
し
、
頭
頂
を
も
っ
て
札
敬
し
、
一
切
を

も
っ
て
供
養
す
と
も
皆
報
ず
る
こ
と
能
わ
じ
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
〇
八
頁
） 

九
界
は
無
始
の
仏
界
に
具
し
と
は
、
仏
界
の
仏
の
命
と
同
様
に
、
九
界

の
全
て
の
衆
生
も
無
始
無
終
で
、
永
遠
の
い
の
ち
を
生
き
て
お
り
、
し
か

も
、
こ
こ
に
永
遠
の
宗
教
世
界
が
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
仏

界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
と
は
、
地
獄
の
中
に
も
浄
土
は
あ
り
、
極
悪
の

衆
生
に
も
仏
は
影
現
し
、
生
死
の
苦
海
は
悟
り
の
大
海
な
る
こ
と
等
々
を

指
示
す
る
。
す
べ
か
ら
く
、
我
等
衆
生
は
自
ら
に
久
遠
の
生
命
あ
る
を
自

覚
し
、
成
仏
の
大
事
へ
向
け
て
の
修
行
を
為
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
慈
悲
深
き
世
尊
が
永
遠
に
お
導
き
く
だ
さ
る
こ
と
に
対
し
て
の
、

一
身
を
捧
げ
て
の
永
遠
の
報
恩
行
で
あ
る
。 

「
比
丘
、
當
に
知
る
べ
し 

諸
仏
の
出
世
に
は
知
遇
す
べ
き
こ
と
難

し
。
所
以
は
者
何
、
諸
の
薄
徳
の
人
は
無
量
百
千
万
億
劫
を
過
ぎ
て 

或
は
仏
を
見
る
有
り 

或
は
見
ざ
る
者
有
り
」 

（『
寿
量
品
』） 

衆
生
（
薄
徳
の
人
を
含
む
）
は
仏
に
知
遇
す
る
た
め
に
永
遠
の
命
を
灯

し
続
け
て
行
く
の
で
あ
る
。
私
達
は
何
処
か
ら
来
て
、
何
処
へ
行
く
の
か

を
確
か
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
唯
、
法
華
経
の
普
遍
の
十
方
世
界
を
生
き

続
け
て
ゆ
く
こ
と
を
揺
る
ぎ
な
く
確
信
す
る
。
加
え
て
、
こ
の
い
の
ち
の

灯
を
何
の
た
め
に
燃
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
知
っ
て
い
る
。 

「
心
に
恋
慕
を
懐
き
、
仏
を
渇
仰
し
て
、
便
ち
善
根
を
種
ゆ
べ
し
」 

（『
寿
量
品
』） 

久
成
の
本
仏
に
知
遇
す
る
た
め
に
私
個
人
の
為
だ
け
で
な
く
、
否
、
私

個
人
は
差
し
措
い
て
で
も
、
他
人
に
そ
の
た
め
の
法
華
信
仰
を
勧
め
、
善

根
の
種
子
を
植
え
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。 
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十
六
、
久
成
に
よ
る
法
華
経
の
優
越
性
は
、
本
門
戒
壇
の
円

慧
の
実
義
な
り 

 
「
仏
久
遠
の
仏
な
れ
ば
、
迹
化
・
他
方
の
大
菩
薩
も
教
主
釈
尊
の
御

弟
子
な
り
。
一
切
経
の
中
に
此
寿
量
品
ま
し
ま
さ
ず
ば
、
天
に
日
月

無
く
、
国
に
大
王
無
く
、
山
河
に
珠
無
く
、
人
に
神
の
な
か
ら
ん
が

ご
と
く
し
て
あ
る
べ
き
を
、
華
厳
・
真
言
等
の
権
宗
の
智
者
と
お
ぼ

し
き
澄
観
・
嘉
祥
・
慈
恩
・
弘
法
等
の
一
往
権
宗
の
人
々
、
且
は
自

依
経
を
讃
歎
せ
ん
た
め
に
、
或
云
、「
華
厳
経
の
教
主
は
報
身
、
法

華
経
は
応
身
」、
或
云
、「
法
華
壽
量
品
の
仏
は
無
明
の
辺
域
、
大
日

経
の
仏
は
明
の
分
位
」
等
云
々
。（
中
略
）
今
濁
世
の
学
者
等
、
彼

等
の
讒
義
に
隠
て
壽
量
品
の
玉
を
翫
ば
ず
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
一
頁
」） 

「
華
厳
の
澄
観
は
華
厳
の
疏
を
造
て
、
華
厳
・
法
華
相
対
し
て
法
華

を
方
便
と
か
け
る
に
似
ど
も
、「
彼
宗
之
を
以
て
実
と
為
す
、
此
の

宗
の
立
義
、
理
通
ぜ
ざ
る
こ
と
な
し
」
等
と
か
け
る
は
悔
還
に
あ
ら

ず
や
。
弘
法
又
か
く
の
ご
と
し
。
亀
鏡
な
け
れ
ば
我
が
面
を
み
ず
。

敵
な
け
れ
ば
我
非
を
し
ら
ず
。
真
言
等
の
諸
宗
の
学
者
等
我
非
を
し

ら
ざ
り
し
程
に
、
伝
教
大
師
に
会
い
た
て
ま
つ
て
自
宗
の
失
を
し
る

な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
諸
経
の
諸
仏
・
菩
薩
・
人
天
等
は
、
彼
々
の
経
々

に
し
て
仏
に
な
ら
せ
給
よ
う
な
れ
ど
も
、
実
に
は
法
華
経
に
し
て
正

覚
な
り
給
え
り
。
釈
迦
・
諸
仏
の
衆
生
無
辺
の
総
願
は
皆
此
経
に
お

い
て
満
足
す
。「
今
者
已
満
足
」
の
文
こ
れ
な
り
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
四
頁
） 

こ
う
し
て
久
遠
実
成
に
よ
る
報
身
仏
の
出
現
は
、
五
重
相
対
に
よ
り
、

一
切
の
他
宗
・
他
経
に
対
す
る
法
華
経
本
門
の
絶
対
的
な
優
位
性
が
示
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
諸
経
に
よ
り
衆
生
の
成
仏
が
可
能
に
見
え
て
も
、
そ
れ

は
見
せ
か
け
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
法
華
経
の
下
種
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
内

蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
に
衆
生
は
仏
に
成
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
釈

迦
、
分
身
仏
が
誓
願
す
る
衆
生
済
度
は
、
こ
の
法
華
経
の
実
践
と
釈
尊
の

加
護
と
導
き
に
お
い
て
の
み
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
法
華

経
の
絶
対
的
優
位
性
は
本
門
戒
壇
の
円
慧
と
し
て
諸
宗
に
対
し
、
こ
の
上

無
く
重
厚
な
光
を
放
ち
続
け
る
の
で
あ
る
。 

 

十
七
、
久
成
で
諸
仏
が
分
身
仏
と
な
る
は
、
本
門
戒
壇
の
円

定
の
実
義
な
り 

「
今
久
遠
実
成
あ
ら
わ
れ
ぬ
れ
ば
、
東
方
の
薬
師
如
来
の
日
光
・
月

光
、
西
方
阿
弥
陀
如
来
の
観
音
・
勢
至
、
乃
至
十
方
世
界
の
諸
仏
の

御
弟
子
、
大
日
・
金
剛
頂
等
の
両
部
大
日
如
来
の
御
弟
子
の
諸
大
菩

薩
、
猶
教
主
釈
尊
の
御
弟
子
也
。
諸
仏
、
釈
迦
如
来
の
分
身
た
る
上

は
、
諸
仏
の
所
化
申
に
お
よ
ば
ず
。
何
況
此
土
の
劫
初
よ
り
こ
の
か

た
の
日
月
・
衆
星
等
、
教
主
釈
尊
の
御
弟
子
に
あ
ら
ず
や
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
一
頁
） 

乱
立
す
る
余
経
の
諸
仏
と
本
仏
釈
尊
と
の
位
置
づ
け
は
、
法
華
経
寿
量

品
の
久
成
に
よ
り
始
め
て
明
確
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
図
式
に
あ
っ

て
は
唯
一
久
成
本
仏
の
釈
尊
の
下
に
す
べ
て
の
仏
が
集
合
し
、
統
一
化
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
宗
祖
の
説
く
五
重
相
対
の
理
論
か
ら
も
明

証
さ
れ
る
。
小
松
邦
彰
氏
の
「
文
底
に
秘
め
る
事
一
念
三
千
か
ら
見
れ
ば
、

釈
尊
は
三
千
世
間
の
総
体
、
無
始
以
来
の
無
作
三
身
で
あ
る
」（
『
日
蓮
宗

事
典
』）
と
の
教
観
相
対
の
解
説
か
ら
、
釈
尊
の
法
体
が
無
作
三
身
三
千
世

間
の
総
体
か
つ
無
始
以
来
の
無
作
三
身
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
こ

の
最
高
位
の
釈
尊
に
対
し
て
は
、
爾
前
経
の
全
て
の
諸
仏
諸
聖
は
対
抗
す
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る
こ
と
は
出
来
な
い
。
宗
祖
は
爾
前
経
或
い
は
爾
前
経
を
奉
ず
る
人
々
を

呵
責
す
れ
ど
も
、
そ
の
諸
尊
等
の
全
て
は
釈
尊
の
本
来
的
な
弟
子
・
分
身

仏
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
諸
仏
釈
迦
如
来
の
分
身
」「
教
主
釈
尊
の
御
弟
子
に
あ
ら
ず
や
」
と
述

べ
ら
れ
る
祖
意
に
、
実
は
宗
祖
の
重
要
な
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。

開
目
抄
は
爾
前
他
宗
へ
の
痛
烈
な
批
判
が
満
載
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ

る
が
、
併
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
。
前
出
の
よ
う
に
、
本
仏
と
分
身
仏
、

本
仏
と
弟
子
と
い
う
切
っ
て
も
切
る
こ
と
の
出
来
な
い
本
来
的
な
関
係
性

を
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
こ
れ
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
通
り
過
ぎ
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
何
か

重
要
な
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

拝
察
す
る
に
、
宗
祖
は
久
成
本
仏
を
強
固
に
推
し
だ
し
つ
つ
も
、
一
方

で
は
排
撃
す
べ
き
諸
仏
を
悉
く
包
摂
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
何
故
か
。
恐
ら

く
、
宗
祖
は
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
法
華
経
に
よ
る
仏
教
の
調
和
的
統
一
化

を
図
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗

祖
が
本
抄
の
余
論
に
お
い
て
摂
折
論
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の

考
察
に
お
い
て
は
、
こ
の
仏
教
統
一
論
は
十
分
に
尊
釈
せ
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。（
本
拙
論
（
下
）
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
る
予
定
で
す
） 

 

十
八
、
久
成
に
よ
り
裟
婆
を
本
土
と
観
る
は
、
本
門
戒
壇
の

円
定
の
実
義
な
り 

「
双
林
最
後
大
般
涅
槃
経
四
十
巻
、
其
外
の
法
華
前
後
の
諸
大
乗
経

に
一
宇
一
句
も
な
く
、
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身
・
報
身

の
顕
本
は
と
か
れ
ず
。
い
か
ん
が
広
博
の
爾
前
・
本
迹
・
涅
槃
等
の

諸
大
乗
経
を
ば
す
て
て
、
但
涌
出
・
壽
量
の
二
品
に
は
付
べ
き
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

二
九
九
頁
） 

「
然
る
に
善
男
子
、
我
実
に
成
仏
し
て
よ
り
已
来
、
無
量
無
辺
百
千

万
億
那
由
佗
劫
な
り
」
等
云
々
。
此
の
文
は
華
厳
経
の
三
処
の
「
始

成
正
覚
」、
阿
合
経
云
「
初
成
」、
浄
名
経
の
「
始
坐
仏
樹
」
大
集
経

云
、「
始
十
六
年
」、
大
日
経
「
我
昔
坐
道
場
」
等
、
仁
王
経
「
二
十

九
年
」、
無
量
義
経
「
我
先
道
場
」、
法
華
経
の
方
便
品
云
、「
我
始

坐
道
場
」
等
を
、
一
言
に
大
虚
妄
な
り
と
や
ぶ
る
も
ん
な
り
。
此
過

去
常
顕
時
、
諸
仏
皆
釈
尊
の
分
身
な
り
。
爾
前
・
迹
門
の
時
は
、
諸

仏
釈
尊
に
肩
並
て
各
修
各
行
の
仏
。
か
る
が
ゆ
え
に
諸
仏
を
本
尊
と

す
る
者
、
釈
尊
等
を
下
す
。
今
華
厳
の
台
上
、
方
等
、
般
若
、
大
日

経
等
の
諸
仏
は
皆
釈
尊
の
眷
属
な
り
。
仏
三
十
成
道
の
御
時
は
大
梵

天
王
・
第
六
天
等
の
知
行
の
裟
婆
世
界
を
奪
取
給
き
。
今
爾
前
・
迹

門
に
し
て
、
十
方
を
浄
土
と
ご
う
し
て
、
此
土
を
穢
土
と
と
か
れ
し

を
打
か
え
し
て
、
此
土
は
本
土
と
な
り
、
十
方
浄
土
は
垂
迹
の
穢
土

と
な
る
。 （『

開
目
抄
』
池
上
本
門
寺
編 

朝
夕
諷
誦 

三
二
〇
頁
） 

文
中
の
「
打
か
え
し
て
」
は
重
大
な
内
容
を
苧
む
表
現
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
宗
祖
自
身
が
人
生
を
総
括
し
た
極
め
て
強
い
意
思
の
ほ
と
ば
し
り
が

拝
察
さ
れ
る
。
そ
の
強
義
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
先
ず
、
宗
祖
の
法
華

行
者
と
し
て
の
軌
跡
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。 

宗
祖
が
法
華
行
者
と
し
て
自
ら
の
中
心
的
な
使
命
と
さ
れ
た
こ
と
は
一

体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
法
華
至
上
を
論
ず
る
執
筆
と
辻
立
ち
に
よ
る
力
強

い
宣
明
行
動
、
妙
法
流
布
の
た
め
の
法
華
宗
団
の
開
発
と
組
織
化
、
遂
に

は
『
立
正
安
国
論
』
に
よ
る
国
家
諫
暁
、
集
約
す
れ
ば
以
上
の
三
点
で
は

な
か
っ
た
か
。
宗
祖
の
余
り
に
激
し
い
行
動
は
、
い
わ
ゆ
る
、
心
の
安
寧

と
極
楽
浄
土
を
説
く
常
識
的
な
宗
教
家
の
枠
を
遙
に
逸
脱
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ
の
結
果
、
宗
祖
は
行
動
の
場
を
追
わ
れ
、

龍
ノ
口
で
の
処
刑
を
辛
う
じ
て
脱
し
、
佐
渡
へ
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
極
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寒
の
流
罪
地
、
塚
原
に
お
い
て
も
の
さ
れ
た
魂
魄
の
書
が
本
抄
で
あ
り
、

全
編
に
鋭
い
他
宗
批
判
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
「
打
か
え
し
て
」
は
寿
量
品
の
説
く
宗
教
的
世
界
観
を
、
宗
祖
が

人
智
を
越
え
た
凄
ま
じ
い
体
験
を
通
し
て
培
っ
た
自
か
ら
の
身
読
で
そ
れ

を
解
釈
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
即
ち
、
爾
前
、
迹
門
の
浄
土

観
を
粉
々
に
打
ち
毀
し
、
裟
婆
を
浄
土
と
す
る
新
し
い
世
界
観
へ
の
転
回

を
全
て
の
人
々
に
強
く
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
厳
格
さ
は
宗
祖
が

国
家
諫
暁
で
燃
や
し
続
け
た
闘
魂
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。 

頑
迷
な
天
動
説
を
打
ち
破
り
、
地
動
説
を
唱
え
た
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
例

に
似
て
、
仏
教
古
来
か
ら
の
常
識
化
さ
れ
た
浄
土
観
を
否
定
し
去
り
、
そ

の
上
で
、
宗
祖
は
ご
自
身
の
身
読
に
基
づ
い
て
「
裟
婆
を
浄
土
と
す
る
」

と
い
う
思
想
的
転
回
を
力
強
く
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し

た
宗
祖
の
半
生
に
亘
る
、
勝
れ
た
行
動
の
結
果
が
産
み
出
し
た
、
新
し
い

宗
教
的
世
界
観
乃
至
法
華
経
的
国
家
観
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
宗

教
的
世
界
観
の
下
で
は
、
ど
の
よ
う
な
仏
教
集
団
で
あ
れ
、
現
世
を
浄
土

に
作
り
上
げ
る
と
い
う
大
き
な
課
題
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

悪
世
の
裟
婆
か
ら
、
来
世
の
浄
土
に
逃
避
す
る
こ
と
は
宗
教
的
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

「
裟
婆
を
浄
土
と
す
る
」
と
い
う
新
思
想
は
ま
さ
に
、
宗
祖
ご
一
生
を

賭
け
て
、
身
を
以
て
お
示
し
な
さ
れ
た
立
正
安
国
の
誓
願
行
で
あ
り
、
宗

教
に
お
け
る
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

こ
の
本
土
こ
そ
、「
観
心
本
尊
妙
」
の
「
今
本
時
の
裟
婆
世
界
は
三
災
を

離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
」
へ
と
繋
が
る
裟
婆
世
界
の
浄

土
化
で
あ
る
。
本
来
あ
る
べ
き
絶
対
平
和
な
裟
婆
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

こ
れ
を
阻
害
す
る
邪
悪
な
も
の
と
の
闘
い
が
広
宣
流
布
の
爆
流
で
あ
り
、

本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

十
九
、
久
成
に
よ
る
仏
の
父
な
る
厳
愛
は
、
本
門
戒
壇
の
円

戒
の
実
義
な
り 

「
妙
楽
大
師
は
唐
の
末
天
宝
年
中
の
者
也
。
三
論
・
華
厳
・
法
相
・

真
言
等
の
諸
宗
、
並
に
依
経
を
深
み
、
広
勘
て
、
壽
量
品
の
仏
を
し

ら
ざ
る
者
は
父
統
の
邦
に
迷
る
才
能
あ
る
畜
生
と
か
け
る
な
り
。

「
徒
謂
才
能
」
と
は
華
厳
宗
の
法
蔵
・
澄
観
・
乃
至
真
言
宗
の
善
無

畏
三
蔵
は
才
能
の
人
師
、
子
の
父 

 
 

を
し
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。

伝
教
大
師
は
日
本
顕
密
の
元
祖
、
秀
句
云
「
他
宗
所
依
の
経
は
一
分

仏
母
の
義
有
り
と
難
も
、
然
れ
ど
も
但
愛
の
み
有
り
て
厳
の
義
を
闕

く
。
天
台
法
華
宗
は
厳
愛
の
義
を
具
す
。
一
切
の
賢
聖
・
学
無
学
及

び
菩
提
心
を
発
せ
る
者
の
父
な
り
」
等
云
々
。 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
二
頁
） 

久
遠
実
成
の
仏
を
、
諸
仏
の
父
に
譬
え
た
と
き
、
諸
宗
に
は
母
の
深
い

悲
し
み
の
情
愛
は
あ
る
と
し
て
も
、
慈
し
み
の
父
が
説
く
「
厳
し
く
志
を

掲
げ
よ
」
と
い
う
が
如
き
、
厳
愛
な
る
も
の
は
天
台
法
華
宗
の
み
に
あ
る

だ
け
だ
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
法
華
経
の
下
で
菩
提
心
を
起
こ
す
こ
と
が

出
来
る
の
も
釈
尊
の
お
陰
で
、
導
き
の
父
と
し
て
拝
む
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
先
に
は
法
華
経
広
宣
流
布
へ
の
厳
し
い
行
法
の

道
が
聞
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
使
い
・
如
来
の
所
遣
と
し
て
説

く
「
弘
経
（
教
）
の
三
軌
」
は
そ
の
主
要
な
実
践
の
行
で
あ
り
、
実
践
の
場

で
も
あ
る
。
久
成
の
本
仏
の
こ
の
よ
う
な
一
連
の
導
き
こ
そ
が
厳
愛
の
義

の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
天
台
法
華
宗
の
み
が
備
え
て
い
る
と
い
う
。 

本
門
戒
壇
は
懺
悔
と
共
に
実
践
の
行
へ
の
誓
い
を
行
う
場
所
で
あ
る
な

ら
ば
、
本
仏
の
厳
愛
は
我
々
の
実
践
す
べ
き
行
と
な
り
、
従
い
、
本
門
戒

壇
の
円
戒
の
実
義
と
な
ろ
う
。 
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二
十
、
久
成
に
よ
り
法
華
経
の
種
・
熟
・
脱
は
、
本
門
戒
壇

の
円
戒
の
実
義
な
り 

 
「
真
言
・
華
厳
等
の
経
教
に
は
種
・
熟
・
脱
の
三
義
、
名
字
猶
な
し
。

何
況
其
義
を
や
。
華
厳
・
真
言
経
等
の
一
生
初
地
即
身
成
仏
等
は
、

経
権
経
に
し
て
過
去
を
か
く
せ
り
。
種
を
し
ら
ざ
る
脱
な
れ
ば
超
高

が
位
に
の
ぼ
り
、
道
鏡
が
王
位
に
居
せ
ん
と
せ
し
が
ご
と
し
。
宗
々

互
に
権
を
諍
。
予
、
此
れ
を
あ
ら
そ
わ
ず
。
但
経
に
任
す
べ
し
。
法

華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
種
子
無
上
を
立
た
り
。
天
台
の
一
念
三

千
こ
れ
な
り
。
華
厳
経
乃
至
諸
大
乗
経
・
大
日
経
等
の
諸
尊
の
趣
旨
、

皆
一
念
三
千
な
り
。
天
台
智
者
大
師
一
人
此
法
門
を
得
給
え
り
。」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
二
三
頁
） 

種
・
熟
・
脱
の
三
義
（
三
益
）
を
法
華
経
に
見
れ
ば
迹
門
と
本
門
の
二
種

が
あ
る
。
宗
祖
が
此
処
で
述
べ
る
主
意
は
爾
前
経
の
成
仏
論
は
下
種
無
き

脱
益
で
三
義
と
い
え
る
代
物
で
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
に
覇
を

争
っ
て
い
る
。
天
台
で
は
種
子
と
は
一
念
三
千
を
い
う
。 

「
又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、

真
言
の
五
輪
観
等
も
、
実
に
は
叶
べ
し
と
も
み
え
ず
。
但
天
台
の
一

念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
こ
の
一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
慧
解
も
な
し
。
而
ど
も
一
代
経
々
の
中
に
は
、
此
経
計
一
念

三
干
の
玉
を
い
だ
け
り
。
余
経
の
理
は
玉
に
似
た
る
黄
石
な
り
。
沙

を
し
ぼ
る
に
油
な
し
。
石
女
に
子
の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者

猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
仏
国
を
種
べ
し
。
「
不
求
解
脱
、
解

脱
自
至
」
等
云
々
」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
四
七
頁
） 

宗
祖
は
本
抄
の
段
階
で
は
、
一
念
三
千
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
が
、
し
か
し
仏
国
を
植
え
付
け
て
く
れ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
と
述

べ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
後
、
種
子
の
定
義
は
、
一
念
三
千
か
ら
南
無
妙

法
蓮
華
経
に
変
更
さ
れ
る
。
甚
深
な
る
学
解
の
上
に
、
宗
祖
が
い
よ
い
よ
、

教
学
の
建
立
を
志
さ
れ
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
一
妙
が
開
出
さ
れ
、
そ
の

下
に
三
大
秘
法
が
組
み
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
門
で
は

「
一
妙
」
は
天
台
の
一
念
三
千
を
包
摂
し
、
下
種
す
る
種
は
一
妙
に
変
わ

り
、
よ
っ
て
、「
一
妙
を
下
種
す
る
」
よ
う
に
改
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

「
さ
れ
ば
正
法
に
は
教
行
証
の
三
つ
倶
に
兼
備
せ
り
。
像
法
に
は
教

行
の
み
有
て
証
無
し
。
今
末
法
に
入
て
は
教
の
み
有
て
行
証
無
く
在

世
結
縁
の
者
一
人
も
無
し
。
権
実
の
二
機
悉
く
失
せ
り
。
此
時
は
濁

悪
た
る
当
世
の
逆
謗
の
二
人
に
、
始
て
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華

経
を
以
て
下
種
と
為
す
。「
是
の
好
き
良
薬
を
今
留
め
て
此
に
在
く
。

汝
取
っ
て
服
す
べ
し
。
差
じ
と
憂
う
る
こ
と
勿
れ
」
と
は
是
也
。」 

（『
教
行
証
御
書
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

八
九
四
頁
） 

抑
も
、
仏
が
衆
生
の
心
田
に
成
仏
の
種
子
を
下
す
下
種
と
い
う
。
原
初

は
本
仏
釈
尊
が
種
子
を
下
さ
れ
、
以
後
は
衆
生
を
し
て
成
熟
せ
し
め
、
度

脱
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
。 

今
末
法
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
下
種
の
仕
組
み
が
考
え
ら
れ
ょ
う
か
。

種
子
を
受
け
る
衆
生
は
変
わ
ら
な
い
が
、
植
え
付
け
す
る
側
は
ど
の
よ
う

に
想
定
す
る
の
か
。
寺
院
等
私
的
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。
問
題
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
公
式
的
な
機
関
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
下
種
な
ど
ど
う
あ
ろ

う
と
問
題
に
し
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
祖
教
学
上
、

一
考
を
要
す
の
で
は
な
い
か
。
逆
に
試
案
す
べ
き
は
、
四
句
要
法
が
一
妙

と
言
わ
れ
、
こ
こ
で
の
種
子
も
一
妙
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
門

戒
壇
は
こ
の
絡
み
を
追
求
し
、
依
嘱
と
下
種
の
働
き
を
整
理
す
べ
き
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
下
種
は
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
と
置
き
、

宗
祖
の
三
益
（
三
義
）
の
下
種
は
、
滅
後
末
法
の
現
代
で
は
、
本
門
の
戒
壇
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の
卒
壇
者
が
行
う
こ
と
と
し
、
あ
る
い
は
そ
の
準
用
に
依
る
も
の
と
し
て

お
き
ま
す
。 

 
二
十
一
、
父
母
孝
養
・
報
思
の
行
は
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実

義
な
り 

 

「
外
典
三
千
余
巻
の
所
詮
二
あ
り
。
所
謂
孝
と
忠
な
り
。
忠
も
又
孝

の
家
よ
り
い
で
た
り
。
孝
と
申
す
は
高
也
。
天
高
ど
も
孝
よ
り
は
高

か
ら
ず
。
ま
た
孝
と
は
厚
也
。
地
あ
つ
け
れ
ど
も
孝
よ
り
は
厚
か
ら

ず
。
聖
賢
二
類
は
孝
家
よ
り
い
で
た
り
。
何
況
や
仏
法
を
学
せ
ん
人
、

知
恩
報
恩
な
か
る
べ
し
。
仏
弟
子
は
必
四
恩
を
し
っ
て
知
思
報
思
ほ

う
ず
べ
し
。
（
中
略
）
父
母
の
家
を
出
て
出
家
の
身
と
な
る
は
、
必

父
母
を
す
く
わ
ん
が
た
め
な
り
」 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 
朝
夕 

二
九
一
貝
） 

「
儒
家
の
孝
養
は
今
生
に
か
ぎ
る
。
未
来
の
父
母
を
扶
ざ
れ
ば
外
家

の
聖
賢
は
有
名
無
実
な
り
。
外
道
は
過
未
を
し
れ
ど
も
父
母
を
扶
道

な
し
。
仏
道
こ
そ
父
母
の
後
世
を
扶
れ
ば
聖
賢
の
名
は
あ
る
べ
け
れ
。

し
か
れ
ど
も
法
華
経
已
前
等
の
大
小
乗
の
経
宗
は
、
自
身
の
得
道
猶

か
な
い
が
た
し
。
如
況
父
母
を
や
。
但
文
の
み
あ
り
て
義
な
し
。
今

法
華
経
の
時
こ
そ
、
女
人
成
仏
の
時
悲
母
の
成
仏
顕
れ
、
達
多
悪
人

成
仏
の
時
慈
父
成
仏
顕
る
れ
。
此
の
経
は
内
典
の
孝
経
也
。 

（『
開
目
抄
』
池
上
本
門
寺 

朝
夕 

三
三
三
頁
） 

外
典
三
千
余
巻
に
説
く
と
こ
ろ
は
帰
す
る
と
こ
ろ
は
孝
と
忠
の
誠
の
心

で
あ
る
。
孝
は
天
よ
り
も
高
く
、
地
よ
り
も
厚
い
も
の
で
あ
る
。
仏
法
を

学
ぶ
人
は
知
恩
報
思
を
殊
更
に
身
に
為
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
弟
子
は
そ
の

上
、
父
母
の
思
、
衆
生
の
思
、
国
主
の
思
、
三
宝
の
思
の
大
切
な
こ
と
を
弁

え
て
こ
れ
に
報
い
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

宗
祖
は
こ
の
よ
う
に
父
母
へ
の
親
孝
行
、
四
思
へ
の
報
恩
行
を
特
に
重

要
視
さ
れ
、
僧
俗
に
共
通
す
る
徳
目
と
し
て
そ
の
実
行
を
勧
め
て
い
ら
れ

る
。
古
来
か
ら
五
戒
（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
淫
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
）
と

い
う
仏
教
信
者
共
通
の
基
本
的
な
道
徳
が
あ
る
が
、
宗
祖
は
法
華
信
者
に

対
し
て
、
五
戒
に
加
え
て
、
親
孝
行
、
四
思
へ
の
報
恩
行
を
強
く
要
請
さ

れ
て
い
る
。
長
幼
の
序
も
含
め
、
こ
れ
ら
は
本
門
戒
壇
の
円
戒
の
実
義
に

加
え
た
い
。 

（
続
く
） 

 

※
本
稿
は
「
本
圀
寺
報
」
第
八
号
（
令
和
六
年
十
一
月
二
十
日
）
一―

六
頁
よ
り

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。 

本圀寺仁王門 


